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成するが，標準化外積率間の単純な演算はそれに対応した別種の記述統計量の系を与えることが出来る．

これらの統計量について，Gibrat分布やMardia第2種パレート分布が良い例証を与える．
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ライントラソセクトサンプリング

                                    岸 野 洋 久

 生物，生態学における野外調査では，しばしばライントラソセクトサンプリングが行われる．トラッ

クラインを決めてその上を走り，そこから発見されたものをサンプリングして行く．対象が不均質に分

布しているとき各場所で密度に比例してサソブリグされるので，偏りのない推定が保証される．予め設

定された幅の中をすべて調べるストリップトラソセクトに比し実施が容易であり，船や飛行機，車によ

る調査に適している．

 これをトラックラインの決定を第一段とし，そこからの発見を第二段とする二段抽出とみると，その

特性，注意すべき問題点が整理される．第二段の抽出率は未知であるが，多くの船を用いた大規模調査

から対象の地理的分布を推定する場合や，資源の経年変化を見る場合には，この抽出率の船間比較が必

要となる．トラックラインからの横距離別の発見確率をg（ツ）とすると，最終的な抽出率は，2工・

∫・（・）舳であるここで，工は／ラ／クラインの長さ，出ま対象の分布する面積である．・（・）一1

が保証される場合は発見の横距離分布からこれを知ることができる．そうでないときは二人の観察者が

独立に観察し，二重発見率を調べるたど別に付加情報が必要とたる（Kishino（1988））．

 推定量の精度は第一次抽出単位（部分トランセクト）の間の分散により評価される．資源密度Dの推
       ＾    角    ＾   ＾                             ＾
定の場合，v貧r（D）＝ΣL（DrD）2／工（々一！）として評価される．L，几はそれぞれゴ番目の部分トラ
         ゴ＝1
ソセクトの長さ及びそこの推定密度である．発見数が少ないときはジャックナイフ法を用いる．部分ト

ランセクトをどの程度の大きさにするかは解析の際に事後的に決められる．系統抽出である為，これを

パッチスケールより小さく取ると，部分トランセクト間で正の相関を持ち，分散を過小評価してしまう

（Kishino（1987））．
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組み合わせ的階層分類法における距離の性質

                                   大 隅   昇

階層的分類法とは，分類対象問の距離（一般には類似度・非類似度）にもとづく分類操作のことであ

る この種の分類法のいくつかの手法（少なくとも9つの手法）は，クラスター生成過程における距離


